
 
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
県
大
会
に
お
い
て
、
過
去
十
年
で

最
高
と
な
る
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
。
特
に
ダ
ブ
ル
ス
で

は
、
ニ
年
七
組
・
石
田
さ
ん
、
ニ
年
八
組
・
広
瀬
さ
ん
ペ
ア

が
県
七
位
に
入
賞
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
石
田
さ
ん
が
十

一
位
、
後
藤
さ
ん
︵
ニ
年
八
組
︶
が
ニ
十
四
位
と
健
闘
を
見

せ
た
。

 
石
田
さ
ん
は
試
合
を
振
り
返
っ
て
、﹁
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ

っ
た
が
頑
張
っ
た
。
﹂
と
述
べ
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
瞬

間
に
つ
い
て
は
﹁
獨
協
埼
玉
高
校
に
勝
っ
た
こ
と
。
﹂
と
語
っ

て
い
る
。
ま
た
、
次
の
大
会
へ
の
意
気
込
み
は
に
つ
い
て
問

わ
れ
た
際
に
は
、﹁
一
〜
四
位
に
入
賞
し
て
賞
状
を
独
占
し
た

い
。
﹂
と
語
っ
た
。

生 徒会誌「 伝える広報」 へ進化、

生 徒会,コ ンビニ自 販機設置を 目 標に

生
徒
会
広
報
誌
 

 
こ
れ
ま
で
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
校
内
の
ト
ピ
ッ
ク
を

共
有
す
る
た
め
、
本
誌
を
校
内
新
聞
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
生
徒
会
が
﹁
情
報
の
架
け
橋
﹂
と

な
り
、
積
極
的
な
発
信
を
目
指
す
。

 
二
月
を
迎
え
、
二
年
生
は
受
験
の
足
音
を
感
じ
、
一
年
生

は
先
輩
と
な
る
準
備
を
始
め
る
季
節
と
な
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
生
徒
会
は
﹁
草
加
高
校
を
よ
り
良
く
す
る
﹂
た
め
、
広

報
体
制
の
刷
新
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
継
続
に
向
け
て
協
議
を
進

め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
一
月
の
学
校
評
価
懇
話

会
に
て
、
外
部
委
員
やP

T
A

と
議
論
を
行
っ
た
。
肌
へ
の
影

響
や
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
、
今
後
も
﹁
市
販
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

︵
指
定
な
し
︶
の
使
用
を
継
続
﹂
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
草
加
の
部
活
動
大
躍
進
！

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果


﹁
自
販
機
設
置
﹂
最
多

広
報
誌
﹃T

im
e
's

﹄

校
内
新
聞
に
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女
子
硬
式
ダ
ブ
ル
ス
過
去
最
高

﹁
次
は
賞
状
を
独
占
し
た
い
﹂

 
生
徒
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
西
校
舎
へ

の
自
販
機
設
置
に
約
八
割
が
﹁
必
要
﹂
と
回
答
。﹁
コ

ン
ビ
ニ
や
売
店
が
欲
し
い
﹂
と
い
う
切
実
な
声
を
受

け
、
生
徒
会
は
﹁
コ
ン
ビ
ニ
自
販
機
﹂
の
設
置
を
当
面

の
目
標
に
設
定
し
た
。
実
現
に
向
け
た
今
後
の
続
報
に

注
目
だ
。

夏
期
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
運
用


継
続
決
定
か

 ↑コンビニ自 販機

「 セブン‐ イレブン」 より 引用

写
真
部
・
小
宮
山
さ
ん
全
国
大
会
へ

 
第
四
十
二
回
埼
玉
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
展
に

て
、
小
宮
山
聖
斗
さ
ん
の
作
品
﹃
忍
び
寄
る
影
﹄
が
優
良
賞

を
受
賞
し
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
展
が
決
定

し
た
。

マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
を
駆
使
し
、
暗
闇
の
中
で
脱
走
す

る
カ
マ
キ
リ
と
格
闘
し
な
が
ら
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
力
作

だ
。
写
真
部
は
ニ
月
十
三
日
か
ら
の
東
部
地
区
写
真
展
に
も

出
展
を
予
定
し
て
い
る
。

 ↑『 忍び寄る影』（ 右） と

  小 宮山 さん（ 左）

強
い
学
校
に
勝
っ
た
こ
と

著作権の関係で
塗りつぶしです



 
今
後
は
ニ
月
と
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
全
日
本
大
会
が
控
え
て
い

る
。
特
に
ニ
月
の
大
会
で
優
勝
す
れ
ば
、
再
び
世
界
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
﹁
草
加
か
ら
世
界
へ
﹂

̶
̶

内
田
選
手
の
次
な
る
挑
戦
に
全
校
生
徒
の
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

 
新
し
い
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
本
誌
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

の
声
を
取
り
入
れ
、
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
改
善
の
要
望

な
ど
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 [

編
集
担
当
 
高
木
律
也]

-

編

集

後

記

 
ニ
月
三
日
に
行
わ
れ
た
東
部
地
区
大
会
。
部
長
の
宿
澤
さ

ん
は
﹁
ダ
ブ
ル
ス
で
県
大
会
出
場
を
決
め
た
一
方
、
団
体
・

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
悔
し
さ
が
残
っ
た
﹂
と
振
り
返
る
。
四
月

の
最
終
大
会
に
向
け
、
﹁
技
術
だ
け
で
な
く
メ
ン
タ
ル
も
鍛

え
、
全
員
で
楽
し
く
終
わ
り
た
い
﹂
と
練
習
に
熱
が
入
っ
て

い
る
。

男
子
卓
球

東
部
地
区
大
会
で

県
大
会
切
符
獲
得

内
田
選
手
コ
ス
タ
リ
カ
で
の
激
闘
語
る

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
大
会
出
場
 

﹁
す
べ
て
が
新
鮮
だ
っ
た
﹂

 
過
去
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
お
よ
び
ト
ー
タ
ル
︵
三
種
目
合
計
︶
で

埼
玉
県
記
録
を
塗
り
替
え
た
ニ
年
生
の
怪
物
、
内
田
湊
斗
選

手
。
昨
年
夏
休
み
明
け
、
中
米
コ
ス
タ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た

﹁
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権
大
会
﹂
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

 
意
外
に
も
、
内
田
選
手
が
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
っ

た
当
初
の
動
機
は
﹁
競
技
﹂
そ
の
も
の
で
は
な
く
﹁
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
か
ら
﹂
と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
初
出
場
し
た

大
会
を
機
に
競
技
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
、
一
気
に
才
能
を
開

花
さ
せ
た
と
い
う
。

 
内
田
選
手
の
強
さ
を
支
え
る
の
は
、
草
加
高
校O

B

が
作
成

し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
、
徹
底
し
た
意
識
の
高
さ
だ
。
内
田
選

手
は
、
﹁
大
会
で
は
三
種
目
を
一
度
ず
つ
し
か
試
技
で
き
な

い
。
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
、
練
習
の
﹃
一
回
目
﹄
を
最
も
丁
寧

に
、
本
番
を
意
識
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
﹂
と
語

る
。

 
部
活
動
が
休
止
と
な
る
テ
ス
ト
期
間
中
も
、
自
ら
ジ
ム
へ
通

い
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
勢
。
さ
ら
に
、
階
級

を
維
持
す
る
た
め
に
毎
日
の
体
重
測
定
を
欠
か
さ
な
い
と
い

う
。

埼
玉
県
公
立
高
校
入
試
終
わ
る

草
加
高
校
倍
率
﹁
〇
・
九
九
﹂

 
先
月
ニ
月
二
十
六
日
に
学
力
検
査
を
実
施
。
学
力
検
査
は
全

日
制1

3
1

校
で
行
わ
れ
、
全
日
制
全
体
の
入
学
許
可
候
補
者
は3

万2
,3
9
9

人
。
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
，
草
加
高
校
は
倍
率
が

0
.9
9

と
倍
率
が
割
れ
た
。
草
加
高
校
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
し

て
中
学
生
に
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

↑埼玉 県公立 高 校学力 検査

埼玉 県教育委員会より 引用
解ける人 がいたらぜひ解いてみてほしい

著作権の関係で
塗りつぶしです

著作権の関係で
塗りつぶしです


